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慶應義塾大学「身体知教育を通して行う教養言語力育成」

主催
慶應義塾大学教養研究センター
〒223-8521 横浜市港北区日吉4-1-1
045-566-1151
toiawase-lib@adst.keio.ac.jp
http://lib-arts.hc.keio.ac.jp/
無料・事前申込不要です。

日時 2010年3月2日（火） 18:00～20:30

会場 慶應義塾大学日吉キャンパス
来往舎シンポジウムスペース
東急東横線・東急目黒線・横浜市営地下鉄グリーンライン 日吉駅下車徒歩1分

キックオフ・セミナー１

スピーカー
牛島利明 （商学部教授）
岡原正幸 （文学部教授）
長田 進 （経済学部准教授 ）
坂倉杏介 （教養研究センター特別研究講師 ）
武山政直 （経済学部教授）

司会
横山千晶 （法学部教授）

フィールドワークの現在
～世界をキャンパスにする～

慶應義塾大学のフィールドワークを考える！

いまや学生が学ぶ場所は大学構内という限られた場所だけではありません。
情報の波に押し流 されているこの時代だからこそ、得た知識や情報を自
らのからだで確か めること、あるいは体験を通して生まれた感動や疑
問を言語化し互 いに吟味することでより深い理解へと導くことは、21
世紀にもっとも 重要な学術スキルのひとつとなりつつあります。
慶應義塾大学 でもさまざまな分野の教育者・研究者がキャンパス外の

「現場」をそのまま研究と教育の場として活用しています。そして分野と目標が
変われば、おそらくそれぞれの活動の意味も 意義も異なってくるはず。

このシンポジウムでは、現在教育の場 として、そのような「フィール
ド」を縦横無尽に飛び回っている新進気 鋭の研究者の方々を
お招きして、各自の抱く「フィールドワーク」の意味と意義を持ち寄って
みたいと思います。その過程で慶應義塾大学でのフィールドワークの
『今』と、『これから』の可能性が見えてくることでしょう。
学生の皆さんにもぜひとも積極的に参加していただきたいセミナーです。


